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大
阪
謬
女
子
大
学
(
奏
阪
市
)
が
2
0
3
0
年
に
向
け
て
打
ち
出
し
矣
学
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
美
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u
t
・
1
f
 
u
1
」
を
記
念
し
、
兵
庫
県
の
元
尼
崎

市
長
の
白
井
文
さ
ん
に
ょ
る
特
別
公
開
器
会
「
自
分
ら
し
く
美
し
く
生
き
る
」
が
ー

月
Ⅱ
貝
同
大
学
で
開
か
れ
元
。
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頑
張
る
女
性
に
工
ー
ル

自
分
に
自
信
を
も
っ
て

白
井
さ
ん
は
全
日
空
の
客
室
乗

務
員
や
尼
崎
嘉
な
ど
を
経
て
平

成
U
午
龍
歳
の
時
に
尼
崎
市
長

に
初
当
選
。
当
時
は
全
国
最
缶

の
女
性
市
長
と
し
て
注
目
蛋
め

」
。
 
2
期
8
年
問
市
長
を
務
め
、

釋
は
大
阪
府
男
女
共
同
参
画
推

進
財
団
業
奪
理
事
や
グ
ン
ゼ

社
外
取
締
役
と
し
て
活
動
す
る
。

職
で
白
井
さ
ん
は
自
身
の
多

髪
経
歴
に
触
れ
な
が
ら
「
ど
れ

も
人
か
ら
頼
ま
れ
て
行
っ
た
が
、

そ
れ
が
新
し
い
扉
を
開
く
チ
ャ
ン
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か
り
の
な
か
、
限
ら
れ
元
時
問
で
課
題

を
見
っ
け
元
う
え
で
、
解
決
策
を
導
き

出
す
と
い
う
普
段
の
大
学
生
活
で
は
な

か
な
か
得
ら
れ
な
い
機
会
を
学
生
に
提

供
で
き
元
と
思
う
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

突
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
元
巨

と
話
し
て
い
た
,
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に
な
っ
た
。
物
事
を
自
分
で
決

め
る
だ
け
で
な
く
他
の
人
か
ら

の
依
頼
を
断
ら
な
い
こ
と
も
重

要
」
と
糯
。
こ
の
な
か
で
市
長

2
期
目
に
同
禹
で
起
き
に
J
R

福
知
山
線
脱
線
事
故
に
言
及
し

た
。
地
震
な
ど
の
自
然
災
蚤
外

で
初
め
て
災
寿
築
部
を
設
置

し
元
ケ
ー
ス
で
対
応
マ
ニ
ユ
ア
ル

も
な
く
、
「
市
長
が
逃
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
自
ら
陣
黒

を
執
っ
元
と
い
う
。

事
故
発
生
か
ら
舗
時
間
後
初

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
実
感
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め
て
揚
に
赴
き
不
眠
不
休
で

救
助
に
取
り
組
む
消
懐
員
の
姿

を
目
の
当
元
り
に
。
県
外
か
ら
の

応
援
術
が
整
い
つ
つ
ぁ
っ
元
元

め
「
掘
の
救
助
篇
は
も
は

や
限
界
。
い
っ
光
ん
引
き
上
筈

せ
全
員
に
縫
を
取
ら
せ
る
べ

き
と
説
し
一
版
退
の
指
示

を
出
し
允
が
、
器
本
部
長
を
務

め
希
防
昼
は
「
こ
こ
が
私
元

ち
の
据
」
と
譲
ら
ず
、
強
い
使

愈
に
胸
を
打
光
れ
光
と
い
う
工

ピ
ソ
ー
ド
も
明
か
し
元
。

パ
雷
の
政
治
・
経
済
を
研
究
す
る
教

員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
織
が
3
年
前
か

ら
企
画
し
て
い
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

民
主
主
義
国
家
の
政
治
を
揺
る
が
し
て

い
る
ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
を
と
畠
け
、
選

挙
の
立
侯
皙
の
視
点
か
ら
有

か
ら
支
持
を
獲
得
す
る
元
め
に
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
を
考
え
さ
せ

そ
の
う
え
で
、
白
井
さ
ん
は

「
日
頃
か
ら
頭
で
考
え
る
」
「
多

様
な
人
と
触
れ
合
う
」
「
人
の
良

い
と
こ
ろ
を
ほ
め
る
」
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
鍛
え
る
」

と
い
う
4
点
を
挙
け
、
「
こ
の
能

力
を
鍛
え
れ
ぱ
、
困
難
な
状
況
に

直
面
し
元
時
に
芽
が
出
る
」
と
強

調
し
元
。

さ
ら
に
「
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u
t
.
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」
の
理
念
に
な
ぞ
ら
え
、

「
私
自
曼
迷
い
な
が
ら
も
市
民

の
み
な
さ
ま
と
同
じ
忌
で
問
題

意
識
を
共
有
で
き
元
こ
と
が
良
か

つ
元
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
自
信
を

持
っ
て
い
る
か
を
迷
う
前
に
ま
ず

一
歩
踏
盆
す
こ
と
が
大
切
。
常

に
頑
張
っ
て
い
る
女
性
に
工
ー
ル

を
送
り
元
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。
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。
フ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
元
学
生
た
ち

は
、
ー
が
思
を
持
ち
そ
う
な
政

讐
選
1
、
意
見
を
交
わ
し
な

関
西
学
院
の
ほ
か
合
同
ゼ
ミ
に
参
加
が
巨
ま
と
め
あ
げ
元
う
え
で
順
番
に

し
た
の
は
、
北
海
道
、
北
海
学
園
慶
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
実
際
に
参

應
義
塾
立
正
聖
学
院
覆
、
立
加
者
全
員
が
投
票
し
て
順
位
付
け
を
行

敬
新
禽
際
情
報
賢
竪
の
各
っ
元
。
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関
西
学
院
大
髭
業
研
究
所
の
市
川

大
学
。合
同
ゼ
ミ
は
主
に
E
U
や
ヨ
ー
ロ
ッ
顕
准
襲
は
「
初
対
面
の
メ
ン
■
1
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「
ボ
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ュ
リ
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と
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何
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マ
に

■

ノ

、

冷

「
{
ー
'

ら
一
か
,

21

W＼教育そグ
【企画特集】 1 3版平成29年(2017年)11月29日

10大学の合同ゼ関西学院大学をはじめとする全国
三田市の関西学宿が9月18日から2日閻、兵庫県「コ

地域も校風も異なる大学の千刈キャンプ至閉かれぬ
宇生同土でチームをイ乍り、グノレープワークを通じて、

協調性や課題解決の能力を養ってもらうのが狙い0 約
70人が「ポピュリズムとは何か」をテーマに、教員や
学生同士で活発に意見を交わしナこ。
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7つのグループに分かれて意見交換が行われた
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まず一歩を踏み出すことが大切
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白井文さんが特別公開講演会
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「防災キッズ育成サポートプロジェクト」

「自分らしく美しく生きる」を
テーマに語る白井さん

「私が行ってみ元い冬の沖縄旅行」

大阪学院大生に最優秀賞

今夏、沖縄ツーリスト大阪
店が関西の大学に在籍する
生を対象に「私が行ってみ
ナこい冬の沖縄旅行」企画を公
募し、最優秀し'に
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